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多摩の野草 ⑦ 


キンポウゲ科 

レンゲシヨクマ 

撮影：宮城六郎 IA 菅沼久子 Bi 
松枝悦子 ( C ) 矢部千重子 < D ) 
冨上光男 i : E ) 

若い頃、雲取山に行けばレンゲショウ 
マの花に出会えるとの情報に、喜び勇ん 
で当時大学生の娘と一緒に夏の暑い日に 
登った。暗い木陰に揺れている花はすば- 
らしかった。 翌朝山小屋を出発するとき、 
頼んでおいた昼飯のおにぎりを受けとる 
のを忘れていた。昼になって食事にしよ 
うとした時初めておにぎりがないことに 
気が付いた。やむをえず非常用の乾パン 
をポソポソと食べたが、今となると楽し 
い想い出の1ページになっている。 

レンゲショウマは、日本特産植物の一 
つであり、花がハスに、葉がショウマに 
似ているところから付いた名である。 


レンゲシヨウマ 
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麦藁帽と虫採り網、 > 

そしてかつての少年たちへ 


アキアカネ（トンボ科） 

布トンボ a 飧まれた呤は赤くない • 


ナミアゲハ•:アゲハチ r •々科） 

U が炎いので深い花でも吸密でき 
る0 


ノコキリク*7ガタくクワガタムシ科〉 
•ド地のクヌギ胡 nil に梭絍まる 


オオカマキリ I 々マキリ科) 
動くものしか； ft ベられない 


ク a スジギンヤン•/ <ヤンマ科 :I 
技は空が胳くなる位とんでいた， 



〜『立川昆虫記』较終版〜 

マンガの神様とまでいわれた手塚治虫は、 

少尔時代、採集した M 虫を精密に校芩し 44 幽集”を作っていたと k えられています c 
「私もまったく M じことしてました」と笑うのは、先 H 号まで『立川昆虫記」を 
執筆してくださったサイエンスイラストの第一人？?、中汍窣さん（若菜町)〇 
迫只•はなんと笨1本。写真と兑紛うばかりの精密さで描かれた昆虫たちは、 

域回銳荇の大きな反赞を呼びました。 

go 麦菇相と虫採り網のあの顷を恐い出しながら、 

“わが街のファーブル”中两さんの iP : 界をもう-度、お楽しみください。•閃贴 ti. «K こ 贼> 


トノサマバッタ（パ.メタ件〉 

< f ， 科の Wtt をたベる虫の傾です. 


ナミアゲハ（如）（アゲハチ3ゥ f {._ 
小さな典のミ泠ンにも靼卵に来る., 



エンマコオ a ギ（コ十 a ギ H ) 

吣き方に変化があり，鷗く出の f 
である,. 
















































































立川に曾てられて六十年 

睾真如纥 

轚鹹 2‘ V 3 m 27 0111 ( ft ) 





シリーズ i 

:の 人と 

1時間 ③ 
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:」が教えてくれた 
さまざまなこと 

画家 • サイエンスイラストレーター 

中西章さん 

昨年3月号から〗年間本詰;、連秽された 
I 立川昆虫記掊緻 f 今 L も動き出/そうな虫 
たちのイラストに系えその生態を易しく解説 
してくださ：:.だのは_冢の中 sm さん乾簧即 
1 r 百|科学錐誌や®鰌などを中心“挪す 
るサイ I ンス.イラスト界の第一人者だ： 

本物を限りなく正確に描写し、尚且つイラス 
卜として _ わかりやすく」仕上げるという矛盾 
の要素を含んた作業そねを40年以上も続けら 
れているその根底には食摹も麻れて*採りに 
M じた少芘… flg 今.中西さんが今もて持ち続 
けているからに他ならない.申なる写実を超え 
懷かしき••温もり”を持ったリアルさ逮敢平 
ある読眷か1■中西さんの絵を見ると雄末林の 
句いを思い出す」と a 」た同感だ 
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人がゐて、街があります。 

• •• ぁなたがゐて、立川がぁります。 

そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

• リストのお店にはし 、つで もえくてびあん./ 
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心のふれあいを人切にします 
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ぉ食事処 千賀太郎 

柳刪冬" 

11:30'-14:30. 16:00〜21:00/火«定体 


砂川の地に20年 

気軽な昼货から大宴会まで 

豊富な和食メニューでもてなす 


夢〇 


陽 V " 


五日 ftJ 街道沿い，ファミリ_レストランなどが 
目立つようになったこの ii りに.その珑とは一 i$ を®す.お 
ちついた風 m の店がある i 純和風家屋.绝祆な店 m え今年 
で創業2〇年目を迎えた睬 si をくぐると「い 
らっしゃいませ j という朗らかな声テキバキと钥6い#瘩 
さんの応対に*決して繁珀とはいえないこの地で. 20年も愛 
され蛇ける理由の一站を i 域問見た思いがする,， 

品寄さを見てまず驁く^!はメニューの遒窗さ v うなぎや天 
ぶらを始め.夯司、蔺无 j ど和食なら何でも味わえる..店を 
仕切るのは安賻秀嫌さんと a さんの成关さん s 元々は成关さ 
んの父.正一さんが始め々割烹料理店だったが、地元の常連 


客の要望に応じて枝々な料理を出すようになり、それがメニ 
ューに; t 鱗してしまったとか v 現在は寿司恥人を含め5人の 
板妇さんがそれぞれ麻をふるっている、 

5のおすすめ U やはりうなぎ.肝明 KV お新香などがつい 
たうな® U 2/ I 00 円（写！!） • さらに铒週金18日は「うなぎの 
0：として岡じメニュー $1.500 円で味わえる《 

裏手には100人収容の雾金塲も宪调ひ送迎バス有〉，椹々な 
用途に利用出来るのも捕しい 6 
r これからも今までどおり，一人一人のお客«に城麓を込め 
ていくだ W です J (安蘼さん、20年の筠目を趑え.砂川の® 
れた名店から立川の老捕へと步み親ける[千賀太郎 J だ, 


ビューティーサロ：/ウイスタリア 

柴崎町第一小正門前«27-1116 


けにいこラか*といぅ箱嫌" 

「廉 i は•ぉい茂った雄单、 

あれる、つまり雎 W がおい茂 

つて菊れる意 

私たちはどんな呻にも「こ 

ころのふるさと j をもつてい 

るのではないでしようか 






モノゴコロつく頃から、 
虫の輅を描いてました。 

立弁中西さん、1年問 
の a 戴、 i にありがと 
うございま- Hi 。 

中西いえいえ、こちら 
こそ。 

立并_の方に話をう 
かがうとね"传さん、昆 
虫の as をしているのに、だんだん 
顔つきが「少^ S 女」になってく 
る0 K 0。 

中西ははあ、なるほど(笑}。 

立弁「そういえばこの虫、見な 
くな〇たねえ」なんて0 ノスタル 
ジーというか、森 t 林も少なくな 
つて、なんかさ^!く)と 
k 話になつてしまつて。 

中西 i に栽った昆 iu は、立川 
でも割と身近に見るこ t ができた 
ものばかりですからね。 

立并^^り、やりまし 
たものねえ4やつばり、 
人一倍昆虫好きだったん 
でしょう、中西. 

中西もう、物心つく頃 
から昆虫！してました 
ね。親父は学校の教師だ 
つたんで、本なんかも家 
に割とたくさんあつて0 
それと：^で iwf やつ 
てたんでね。昔は田会だ 
とそういうのは珍しくな 
かつたんですが、まあ、 
1つていうのは昆虫を知るには 
絶好の仕事で(笑)。畑の害虫を 
捕まえちやあ、ジッと_したり 
してねえ。 

立弁それを絵に描くという作業 

もその頃から？ 

中西え V •小重ぐらいですか， 

捕まえた見虫を飼育して saM をつ 

けたりとか。こう、細かく観祭し 

てね。その後、試験受けて入つた 

中学{旧制)がとても55:悧が整つ 


ていたんです。5箝鏡も揉 f 揃 
っていて、図 i には生物の f 
#や図鑑もたくさんあってね。そ 
れを見ながら絵を角与したり、と。 
立弁やっば入りだ〈菜 r 
中西もともと絵を描くのは好き 
だったんでね uttt らったりで、 
図画の成«が•番良かった{笑. 
小学校6年生ぐらいの時ですか、 
県の図画*^のといつた先生 
が学校にやつてきましてね。その 
人が私の f 見て「君は将来、絵 
fj なりなさい」つて言われて" 
まあ、それで美術の学校に進んで， 
絵の*4^学んで…。でもやはり， 
生物の生 f か，からだの構造な 
んかを夢中になって1した中学 
生の頃、その「蓄え」が今の自分 
の基本になつとるんですよ C 
立并耽槊として ft 初 V :描かれた 
のも、やは^®の絵ですか。 

中西ご f か-ちよ， pAj 我 
後の「図£ブ！ム」みたいなのが 
あってね、^ 

立弁 ああ、ああ。 図笛ブ—ム。 
中西冬 S あらゆる出版社がこ 
ぞって闵*を出し始めてね、それ 
に乗っか〇た形で。私、絵を売り 
込みに行つたんです。そしたらそ 
の H から即仕事(笑)=昆虫だけ 
じやなく鳥、魚、いろいろ f ま 
したね*\ 

立并あの頃は f Kaf よくな 
かった。中西さんが描くような給 
は大きかつたでしよう。 

中西忙しかったですねえ 。 f 
なぐってたような《笑 r その頃 
の絵は、入 r 見るとちよつと gv か 
しいですね。 

実物とまつたく间じに描いたら、 

それはイラストではないんです。 

立井さっきから気になってたん 

ですが、中西さん、絵の道具はこ 

れだけですか。 

中西ええ"筆と i の絵の具、 

の絵の具ですね。 

立井あの細かな f 描くぐらい 

だから"もつと何か物々しいもの 

を想像してたんで…。いやあ、こ 

れであれだけのものが描けてしま 

交で艺も 

中西それらしいのは、この_ 

鏡ぐらいですね(笑)。 

立弁これで f ながら描くわけ 

ですか。 




M でん JI ん L; ぶ 

ほ 田園将蕪 

0 

四 明の庙名な抽の一節 

r 婦りなんいざ•田 ffl 将に蘸 

れなんとす”胡ぞ蟏0ざ6, 

に ( tt 来している" 

C 十く故郷へ铞ろう•田明も 

荒れはてようとしているでは 

ないか。どうして^らないわ 



中西ええ、そうです。 

立并こういったィラストの場 
合、やはり tt 密で、細部までそっ 
くりに描くことが要れるんで 
しようねえ。 

中西まあ、それは^^んです 
が，それよりも「わかりやすい」 
ということの方？ rK 切で I 。 

立弁わかりやすい？ 

中西 「ィラスト」 という nw は 
わかりやすいとい、 i 味が含まれ 
てるんですね。例えば、 さっき 写 
典の話が出ましたけれど、正確さ 
だ g 重するならば、顯微说 
1を使えば^-んですよ。ただ" 
光学顔微鏡の場合、拡大の倍 f 
上げるとピントが八〇っ範两は狭く 
なつてしま，飞そ、 1ると 財象が 
ぼやけてしまって、平面的になっ 
てし—っんですね。 ボリユ —ム感 
がなくなって— 

立弁ボリユーム感というのは n ?- 
みというか•物の深さという^^ 
ですか。 

中西写真でいみをころの「被写 
界 1ですね。ある e 度の_ 
がないと"見た目はわかりづらく 
なって しまう。 

立并なるほど、それだと0が 
なくな〇てしまいますね。やはり 
絵の方が i 力がある。 

中西ええ。それに正確 
に1したものではなくて、人間 
の目を通してますから…。なんと 
いうか、 i のようなものがあり 
ますからね、^ 

立并ああ、生物としての温もり 
を®: J て.-:うような1 
中西—*^覗いていて「おや、 
ここのデコボコは面白いぞ」とか 
r この鱗粉〈りんぶん•煤や俄の 
羽についている粉)は綺姐だぞ」 
なんて思うと、®わず i して描 
いたりするんですよ(笑)、強調 
してみたり e でも、その方が見る 
人に対して親切だということもあ 
るんですね。全部が全郎、正確な 
1とは f 又ないひ 
立弁の連載にしても、もし 
つたら、こんなノスタルジ 
ックな気持ちにはならなかつたか 
も知れないですね。的だとは 
いえ、人の手が描いたものだから 
こそ"#^させられるものがある。 
中西やっぱりただ換 f するだ 
けだとか、興味が®かないものを 
描くのはちよっときついですね。 
「これは面白い」と思えないと。 
立并屮西さんの中に？の n 
と、面家としての目がある。その 
バランスが難しい。 

中西ええ"も、っ数人しかいませ 
んね、冋染者は。 

「雜木林 J は辑文の時代から受 

け維がれた、ひとつの文化の形。 

立弁お生まれは S 山とうかが 

〇たんですが、立川にはいつ頃か 

らお住まいですか， 

中西学校へ通うために二 - H 6 ぐ 

らいでへ出て一きて〇立川に来 

る前は目 f か^ siAj か、ずつと 

都 I ^ J の下宿を転々としてたんで 

す。ここに®してきたのは、^^ 

四から …… W 

立并ほう、もう三十平以上です 

か0 rr 干年 f い、產の立 

川とはまた g * と違いましたでし 

よう"梅心から移られた中丙さん 


の目に：！ T 当時の立 N 1はどう映つ 
たんで しよう 0 

中西そうですねぇ緑が多くて、 
「九番の森」が|#^あ〇て。 

立并ああ、砂川九番のねえ。 

中西そうです•そうです。3¢# 
林もたくさん残0ていて。まあ、 
ひとことで言えば「いいところへ 
来たなあ」と(笑 r 
立井12^もたくさんいて。 

中西ええ。当時よく取材に行っ 
てたのは扶山丘陵の巧あとはこ 
の辺りの^-林で、充分フィ—ル 
ド.7—クしたからぐ 
立井 rttif した1—ということ 
は今はそれが出来ない？ 

中西そ•っですねえ’雑木林も一- 
っ かりなくな—したね。 

立并しか^ということであ 
れば立川には多®川がある。こつ 
ちの方には玉川-残ってる。 
中西ええ、ええ、まだま 
だ残された自 f い、^ p のはある 
んですが…。ただ ft 虫の世界でも 
のを見ると•ちよつと意#^:いが 
違つてくるんですよ。) II というの 
は流れがあって天候にも彩黎され 
るんで、昆虫の生 f としては特 
殊なんです e 昆虫と共#して、自 
然界がひとつのまとま〇として形 
作つているという A 味では、やは 
リ stK - 林が i ですね。 

立并人問が宅地を拓くとした 
ら、まず^4林のような上地から 
「はじかれて」しまいますからね。 
中西^ f 人には用がないと見な 
されちゃ*1でしようねえ。 

立井_林の一#の「用_とは、 
どうい、 PAJ ころなんですか。 

中西私は、典民が作っ 
てきたひとつの文化だと考又てい 
るんです。例えば、林の中にクヌ 
ギやナラの木があるとしますでし 
よう c 15 f らい育つたら•それ 


を切る。 

立井る？ 

中西いえ、根元から切つてしま 
うんですよ。その木で人間は炭を 
作つたり、椎茸などの「ホダ木」 
にしたり1するんです。 

立井切られた极元の方はどうな 
るんですか。 

中西古い木はだめだけれど、15 
らいの tf い木は、また茅が出 
てきて fi 生するんです。そ、 r - h る 
とね、見虫の中には若い木しか食 
ベないものがいるんですよ；その 
木が、それらの虫の^&の發に 
なる=さらに推茸なんかを人 
れたあとのホダ木は、«んでおく 
とカブトムシやクワガタの SKi の 
1になる。そういう虫たちの恩 
忠で七 f 把えてい义 
立井なるほど、-くできてま 
すねえ。しかし そ、 ると、^4^ 
いうのは、ある意味では S 
なとは言えない"人間の 
加えられているということになり 
ませんか0 

中西いや、蓄如疋るというこ 
とよりも、むしろ人間の「役期 J 
を全うするということでしよう 
ね C 放つたらかしではなくて。 

立弁ああ，^ swe の I 貝として 
の i ですね。 

中西そい i す n 
立井しかし人 ® も馬 ffi じゃない 
から、そういうことにいては 
いるでしよう。森や綠を残そうと 
い、 HE , も、ここ ft 碑いろんなと 
ころで耳に一 HH すし0 
中西バブルの時には、このまま 
いつたら>:変な串になるなと思つ 
たんですが。確かに各地でそうい 
う f が离ま〇ていますね。いい 
ことです。ただ、 SH ベてみたら， 
ん riSJ されている灌木林のほとんど 


が、提文時代の頃から人間の手で 


守られているんですよ。 

立井 I 
中西ええ"純文人の生 f 慕 
に関っていた。ですから森や林を 
に復興させよ、 っと したら、そ 
のぐらいの年月、時間とい、善を 
考又て取り組まないと^^がない 
んですね0 

立并なんだか気が ii くなるよぅ 
な話で- KS え。 

中西つぶすことは® Bfu できる 
んですが、一度失ってしま〇たら 
取り庚すのは大变ですよ9 
立并そぅいえば r 武藏野の美し 
さは Jt 木林にある」と.百ったのは 
国木田 f だったですかねえ。 

中西ええ、ええ。 

立并独歩が今に生きていたら、 
何て1 H うでしようか。きつと迷子 
になつてるんでしようね え。 

中西(笑 C 

7月4日中西氏宅(若 S 町)にて 



風 


明窓诤机、とい *20 菜がある。 

できちんとした#繭のたたず 
まいをいうのだが、私たちはとか 
くその状がちである ♦ 今 
A 、 対談でお间いした中 W 窣さ 
んの工房と云おうか、アトリエと 
云おうか • I 見して洧浄な1に 
覆われている。まずそのことに* 
いた e 中西さん。本誌で•年問 • 
昆虫の細密画を逐載してくださっ 
た面家である。これだけ凝った fi 
を製作なさる方だから"さぞ部 ！ g 
のなかは乱しており、上へ下 
への大毓ぎであろうと1してい 
たのだが、現実はその•止反対であ 
った。私は r 静溫」という言桊を 
思い ii こしていた。ものを eg ： な 
さる/；が、これほど静かなたたず 
まいのうちに身を S くことが出* 
るのであろうか。道具ひとつにし 
ても、_の段港であれが欲しい， 
これが欲しいということにな〇 
て、乱雜を究めることになるのが 
一般であろう♦他人事ではない。 
わが工房も例にもれず、乱雜を究 
めている r あの WHU があればも 
っといい_記事がかける、統齐から 
送〇ていただいた_は捨てるわ 
けにはいかない。辞#も一册では 
n n ロモトナィから数冊は揃え 
る。あの道 ft 、 この追具があれば 
とどこからか漁ってくる=こうし 
て机上はモノたちによつて"、っず 
岛く«まれ「明窓浄机」からは程 
速い^§に追い込まれる♦本統の 
は明窓浄机派ではないだろ 

うか、と中西さんと詁しながらそ 

う思った ♦]? 蟝の吹き押され 

つ、えくてびあん 
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(宙士見町) 


中央線に乘って' 初めて立川駅に降り 
たのは昭和四十一年の S であった。 

取京都の住宅供給公社が蔌粢 した 「亩 
十. ii 町住宅」を見るためであつた。 **□ 
からバスに乗り「農菜試験場」で降りる 
と、樹木がいっばい茂り、署い日®りで 
あつたが91除の筋けさと涼しさがあつた， 
試験場から多摩川にかけて、ただ草が生 
い茂り、時折はるか向ぅにトラックと思 
われる#が、 fF から左に走っていくのが 
見えた。 

人 te したのは四十二年十二月の慕れ。 
35楝の S 地がみごとに逮ち並んでいた。 

(画家) 


私の立川原風景 


新達裁 



















